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教育産業委員会資料

令和８年９月１５日

学 事 課

秋田市立学校給食共同調理場設置条例新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条 （略） 第１条 （略）

（名称および位置） （名称および位置）

第２条 共同調理場の名称および位置 第２条 共同調理場の名称および位置

は、次のとおりとする。 は、次のとおりとする。

名 称 位 置 名 称 位 置

（略） （略）

秋田市立将軍野 秋田市将軍野南一丁 秋田市立将軍野 秋田市将軍野南一丁

中学校等共同調 目12番１号 中学校、土崎中 目12番１号

理場 学校共同調理場

（略） （略）

秋田市立城東中 秋田市広面字鍋沼17 秋田市立城東中 秋田市広面字鍋沼17

学校等共同調理 番地 学校、桜中学校 番地

場 共同調理場

（略） （略）

秋田市立下新城 秋田市下新城笠岡字

小学校等共同調 佐戸反10番地

理場

（略） （略）

秋田市立保戸野 秋田市保戸野すわ町

小学校、明徳小 ９番60号

学校共同調理場

第３条 （略） 第３条 （略）
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教育産業委員会資料  

令和８年９月１５日  

教 育 委 員 会 総 務 課  

 

第５次秋田市教育ビジョンの策定について 

 

 第５次秋田市教育ビジョンについては、６月市議会定例会教育産業委員会で策定方

針を報告した後、有識者からなる教育ビジョン検討委員会において、３回にわたり検

討を重ね、このたび、原案を策定したところである。 

 

１ 第５次教育ビジョンの概要 

(1) 計画の策定にあたって 

   現行の第４次秋田市教育ビジョンの計画期間が終了することに伴い、急速に進

む人口減少・少子高齢化やＡＩをはじめとするデジタル化の進展など、社会が変

容する中、次期学習指導要領や令和８年３月に策定した第15次秋田市総合計画と

の整合を図りつつ、本市教育を取り巻く環境の変化に的確に対応するため、次期

計画として策定する。 

【次期計画期間】令和９年度から令和13年度までの５年間 

 

 (2) 本市教育の目指す姿 

  ア 計画期間を通じて目指す教育の姿 

本市教育の普遍的な理念である「自立と共生」を現行ビジョンから継承し、

社会の変化に柔軟かつ的確に対応しながら、本市教育のさらなる発展を目指す。 

郷土あきたの未来をつくる「自立と共生」の人づくり 

  

  イ 計画の目標 

  以下の３項目を目標として位置づけ、各種施策の推進と充実に努める。 

   【目標１】志を持ち｢徳・知・体｣の調和がとれた子どもをはぐくむ教育の充実 

   【目標２】生涯を通じて学び、人生を豊かにする教育の充実 

   【目標３】将来にわたり安全安心で快適な教育環境の整備 

 

(3) 主な施策の方向性と今後の展開 

ア 不登校児童生徒への支援の充実 

   ・学びの多様化学校の開設や校内教育支援センター支援員の配置など、柔軟に

学ぶことができる環境等を整備する。 

・ＩＣＴを活用したオンライン学習や家庭学習の支援の工夫など、学びの継続

を支える取組の充実に努める。 

【主な取組】 

・特別な教育課程を編成し、柔軟に学ぶことができる「学びの多様化学校」の

運営 

・校内教育支援センターによる学習支援や生活支援の充実 
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  イ 情報活用能力の育成の推進等 

・従来の学びとＩＣＴのそれぞれの特性を生かしつつ、個別最適な学びと協働

的な学びを一体的に充実させ、豊かな学びの実現に努める。 

・ＩＣＴを教員の指導ツールおよび学習者の学習ツールとして効果的に活用

し、情報を適切に選択・活用し学びを深めるための学習基盤である情報活用

能力の育成に努める。 

【主な取組】 

  ・探究的な学びの基盤となる情報活用能力をはぐくむ授業づくりの推進 

・安全な情報活用に必要な情報モラル教育とメディアリテラシー教育の充実 

・校務支援システムやＡＩの活用による業務効率化の推進や学習指導支援の

実現 

 

  ウ 中学校部活動地域展開の推進 

・地域全体で関係者が連携して支える地域に根ざした持続可能な体制を整備す

る。 

・生徒の豊かで幅広い活動機会を確保し、子ども一人ひとりが将来にわたって

スポーツ・文化芸術に親しむ機会の創出に努める。 

 【主な取組】 

  ・部活動を地域単位で行う地域に根ざした持続可能な体制の整備 

 ・休日の部活動の地域への完全移行と平日の地域展開に向けた体制の整備 

 

エ 社会教育を通じた地域コミュニティづくりの推進 

・地域に根ざした活動支援や地域と学校の連携事業等により、家族・地域の絆

づくりに努め、地域コミュニティづくりを推進する。 

 【主な取組】 

  ・地域づくり協議会等の関係団体と連携した地域コミュニティづくりの推進 

 ・学校と連携した、地域における伝統文化の伝承活動等の実施 

 

２ 今後のスケジュール 

10月～11月 

 

11月～12月 

 

 １月下旬 

 

 ３月 

パブリックコメントの実施 

  ・市ホームページおよび市民100人会から意見募集 

第４回秋田市教育ビジョン検討委員会（最終） 

  ・成案策定 

教育委員会１月定例会 

・成案議決 

市議会２月定例会教育産業委員会 

 ・成案報告 
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教育産業委員会資料

令和８年９月１５日

教 育 研 究 所

令和８年度全国学力・学習状況調査における

秋田市の結果について
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令和８年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

   
  ●● 調査概要 ●● 
 
     全国学力・学習状況調査は、文部科学省が、義務教育の機会均等と水準の維

持向上の観点から、教育施策の成果と課題を検証し改善を図るとともに、学校
における児童生徒への学習指導の充実や改善に役立てることを目的として、全
国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、平成19年度から継続して実施して

 きました。
　　 今年度の調査は、令和８年４月23日に国語、算数・数学の教科に関する調査、

令和８年４月20日～４月23日の期間に中学校英語（「読むこと」「書くこと」「聞
くこと」）の教科に関する調査、令和８年４月24日～５月29日の期間に中学校
英語（「話すこと」）の教科に関する調査が行われました。また、生活習慣や学
習環境等についての質問調査は、小学校が令和８年４月24日から５月８日まで
の期間に、中学校が令和８年４月20日から４月23日までの期間に行われました。 

  

 ● ● 本市調査結果の概要 ●● 
 
【教科調査の概要「全般」】 

・小学校６年生2,045名、中学校３年生1,871名が参加しました。 
・小学校国語、算数の内容や領域ごとの平均正答率は、算数の「図形」を除
き、全国平均を上回りました。 

・中学校国語、数学の内容や領域ごとの平均正答率は、全ての領域で全国平
均を上回りました。 

・中学校英語（４技能）のＩＲＴスコア（※）は全国平均を下回りました。 
・無解答率は、小学校では、算数の２問を除き、全国平均を下回りました。
中学校では、英語の９問を除き、全国平均を下回りました。 

    ※ＩＲＴスコア･･･ＩＲＴに基づいて学力を推定し、500を基準にした得点で表したもの 
 
【教科調査の概要「国語」】 

・小学校では、「みじか-い（短い）」を漢字で書く問題の正答率は87％、文章
を読んで考えたことを、自分の経験と結び付けてまとめて書く問題の正答
率は82％でした。 

・集めた情報から抜き出して考えが伝わるように書く問題の正答率は39％、
構成メモをもとに撮影した動画の工夫として適切なものを選択する問題の
正答率は55％でした。引用したり資料を活用したりして、自分の考えが伝
わるように表現を工夫することに課題があると考えられます。 

・中学校では、書き手の気持ちがより伝わるように、表現を工夫して書く問
題の正答率は95％、述語に「可能の意味」を含んでいるものとして適切な
ものを選択する問題の正答率は87％でした。 

・指定語句と同じような内容を表す別の表現を文章中から抜き出す問題の正
答率は41％、擬態語が表している具体的な様子と擬態語の効果を書く問題
の正答率は41％でした。語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味をと
らえることや、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確か
なものにすることに課題があると考えられます。 

 
【教科調査の概要「算数・数学」】 

・小学校では、３枚の数字のカードを用いて、一番大きい小数をつくる問題
の正答率は95％、示された情報をもとに、数量の関係に着目して、条件に
合う時間を求める問題の正答率は78％でした。 

・二次元の表から、条件に合う数を読み取る問題の正答率は18％、基準量、
比較量、割合の関係が正しく表されている図を選択する問題の正答率は34
％でした。データを二つの観点から分類整理することや、問題場面から基
準量、比較量、割合の関係を正しくとらえることに課題があると考えられ
ます。
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令和８年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

・中学校では、正の数と負の数を用いて最高気温と最低気温の差を求める問

題の正答率は87％、箱ひげ図から読み取れることとして正しいものを選択

する問題の正答率は79％でした。 

・二つの数量の関係を既習の関数とみなし、問題解決の方法を数学的に説明

する問題の正答率は34％、二つの度数分布多角形の形と位置を比較して説

明する問題の正答率は37％でした。数学的に表現したことを事象に即して

解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することや、データの傾向を的確

にとらえ、判断の理由を度数分布多角形の特徴をもとに説明することに課

題があると考えられます。 

 

【教科調査の概要「英語」】 

・英語による案内放送を聞き、目的の場所を選択する問題（難易度３）の正

答率は81％、メール文を読み、最も適切な時刻を選択する問題（難易度３）

の正答率は74％でした。 

・テーマを取り上げ、その考えと理由を話す問題（難易度５）の正答率は14

％、インターネットの使用についての英文を読み、自分の考えとその理由

を書く問題（難易度５）の正答率は24％でした。日常的な話題について、

事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すこと

や、社会的な話題について、書き手の意見に対する自分の考えとその理由

を書くことに課題があると考えられます。 

 

【児童生徒質問調査の概要】 

 〔自分自身について〕 

   ・「自分には、よいところがあると思う」「将来の夢や目標を持っている」「人

の役に立つ人間になりたいと思う」など、自分自身のよさを知り、向上心を

持って生活している子どもの割合は、小学生・中学生共に全国平均を上回っ

 ています。

 〔人との関わりについて〕 

   ・「人が困っているときは、進んで助けている」「困りごとや不安がある時に、

先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」「友達関係に満足している」

など、学校生活等において友だちや先生と良好に関わっている子どもの割合

は、小学生では全国平均と同じ値または上回り、中学生では全国平均を上回

りました。 

 〔学習について〕 

 　・「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」「授

業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりし

ている」など、主体的に学習活動に取り組んでいる子どもの割合は、小学生

・中学生共に全国平均を上回っています。 

　 ・「前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週１

回以上使用した」と回答した子どもの割合は、小学生・中学生共に全国平均

 を下回りました。

 〔家庭生活について〕 

   ・「毎日、もしくは、どちらかといえば毎日朝食を食べている」「学校の授業時

間以外に、平日30分以上勉強をしている」など、基本的な生活習慣や、家庭

での学習習慣を身に付けている子どもの割合は、小学生・中学生共に全国平

均を上回っています。
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小学校国語　領域ごとの調査結果の主な特徴　【令和８年度】

＜言葉の特徴や使い方に関する事項＞ 
問題 １ ２ ３ 

○「みじか-い（短い）」を漢字で書く問題
の正答率は87％でした。文章の書き方に
どのような特徴があるのか適切なものを
選択する問題の正答率は80％でした。 

●「ふしぎ（不思議）」を漢字で書く問題
の正答率は58％でした。漢字の意味を考
えて使うことや、漢字の由来や特質など
について理解することに課題があると考
えられます。 

 
＜情報の扱い方に関する事項＞　問題 ２ ３ 
●文章を具体的に説明するために続く文と
して適切なものを選択する問題の正答率
は55％でした。考えとそれを支える理由
や事例など情報と情報との関係について

　　理解することに課題があると考えられま
　　す。 

 
＜話すこと・聞くこと＞　問題 １ 
○休み時間の過ごし方を紹介する動画の構成メモの工夫として適切なものを選
択する問題の正答率は78％でした。 

●構成メモをもとに撮影した動画の工夫として適切なものを選択する問題の正
答率は55％でした。資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表
現を工夫することに課題があると考えられます。 

 
＜書くこと＞　問題 ２ 
●集めた情報から抜き出して考えが伝わるように書く問題の正答率は39％でし
た。引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題
があると考えられます。【問題例参照】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜読むこと＞　問題 ３ 
○文章を読んで考えたことを、自分の経験と結び付けてまとめて書く問題の正
答率は82％でした。 

●話合いの様子を読み、文章の事例を自分に置き換えた内容として適切なもの
を選択する問題の正答率は59％でした。目的に応じて、必要な情報を見付け
ることに課題があると考えられます。
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　質問調査から「国語の学習について

　「国語の勉強は得意だ」と回答した児童の割合は65％で、全国平均を５ポイ
ント上回っています。 
　「国語の勉強は好きだ」と回答した児童の割
合は62％で、全国平均を５ポイント上回ってい
ます。 
　「国語の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思う」と回答した児童
の割合は92％で、全国平均を２ポイント上回っ
ています。

小学校国語「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

　本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関
心に加え、音読や朗読する力、自分の考えを分かりやすく話す力、互いの立場
や意図を明確にしながら話し合う力など、音声による表現力があります。 
　各校では、話合いの場面において、ＩＣＴ機器を活用して意見を可視化した
り、多様な考えに触れられるよう学習形態を工夫したりしており、子どもたち
は意欲的に学習に臨んでいます。また、詩歌や物語、説明する文章の音読を通
して、言葉や表現の持つ意味を確かめたり、場面を想像したりするなど、表現
する楽しさを味わいながら学習活動に取り組む子どもの姿が見られます。 
　一方、話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容をとらえ、
自分の考えをまとめることなどについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

　「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、同音異義語の語句や漢字を調べ、
その意味を比べる活動を取り入れるなど、字義の理解や漢字を使うことのよさ
を実感できるような指導の充実を図ります。 

　　「情報の扱い方に関する事項」では、教師や友達と交流したり、読み手の立
場に立って振り返ったりする活動を取り入れるなど、考えとそれを支える理由
や事例など情報と情報との関係について理解することができるような指導の充
実を図ります。 

　　「話すこと・聞くこと」については、説明の補足や伝えたいことの強調等、
資料の活用による効果を考える活動を設定するなど、自分の考えを伝えるため
に工夫して話すことができるような指導の充実を図ります。 

　　「書くこと」については、自分の考えが伝わるように引用して書いている文
章と、引用して書いていない文章を読み比べる活動を設定するなど、引用する
目的を自覚できるような指導の充実を図ります。 

　　「読むこと」については、文章を読んで理解したことをもとに、筆者が挙げ
ている事例を自分の経験に置き換えて考える活動を設定するなど、目的に応
じて、必要な情報を見付けることができるような指導の充実を図ります。 

 
＜本調査では測れない学力の状況から＞ 
　　聞く視点を明確にした上で話の内容を聞き取ったり、話し手の考えと自分の
考えとを比較したりする活動を設定するなど、目的や意図に応じて話の内容を
とらえ、自分の考えをまとめることができるような指導の充実を図ります。
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に役に立つと思っている児童の割合
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小学校算数　領域ごとの調査結果の主な特徴　【令和８年度】

＜数と計算＞　問題 １ ２ ３ ４ 
○１、５、９の３枚のカードを当てはめ
て一番大きい小数をつくる問題の正答
率は95％でした。 

●異分母の分数の大小を判断し、その理
由を数や言葉を用いて記述する問題の
正答率は51％でした。数を構成する単
位に着目し、数の相等および大小関係
について考察することに課題があると
考えられます。 

 
＜図形＞　問題 １  
●１㎤の立方体を36個使ってできた直方
体の体積を求める問題の正答率は41％
でした。体積は単位体積の立方体のい
くつ分で表すことができることの理解
に課題があると考えられます。 

                                     
＜測定、変化と関係＞　問題 ２ ４ 
○昔遊びの計画をもとに、全体で使える時間の中で、「前半」に使える時間を求
める問題の正答率は78％でした。 

●赤いテープの長さが、白いテープの長さの1.5倍になってる図を二つ選択する
問題の正答率は34％でした。問題場面から基準量、比較量、割合の関係を正
しくとらえることに課題があると考えられます。 

 
＜データの活用＞　　問題 １ ４ 
○１年生に「交流会ではどんなことがうれしかったか」についてアンケートを
とり、まとめた帯グラフから、「いっしょに話ができたこと」と回答した人の
割合は、全体の約何％かを選択する問題の正答率は77％でした。 

●前半と後半の昔遊びに参加する人数をまとめた二次元の表から条件に合う数
を読み取る問題の正答率は18％でした。データを二つの観点で分類整理する
方法の理解に課題があると考えられます。【問題例参照】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【課題となっている問題例】４ 
 (3) さくらさんたちは、前半と後半のあやとり  

   やかるたに参加する１年生の人数を表にまと  

   めました。 
　 　さくらさんたちは、あやとりに参加する　　

   １年生にひもをわたします。 
　 　わたすひもの本数を知るために、表からあや

　 とりに参加する人数を調べると、次のことがわ

   かります。 

 前半にあやとりに参加する人数は ○ア人です。 
 前半はかるたに参加し、後半はあやとりに参加する人数は ○イ人です。

　 上の㋐、㋑に入る数を、それぞれ書きましょう。       　正答　○ア　13　　　○イ  ８ 
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　質問調査から「算数の学習について

　「算数の勉強は得意だ」と回答した児童の割合は59％で、全国平均を１ポイ

ント下回っています。 

　「算数の勉強は好きだ」と回答した児童の割

合は58％で、全国平均と同じ割合となっていま

す。 

　「算数の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した児童

の割合は93％で、全国平均を２ポイント上回っ

ています。

小学校算数「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に

関するものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。 

各校では、子どものつぶやきや反応をもとに課題を設定したり、問題解決の

見通しを持つ場を取り入れたりしており、子どもたちは意欲を持って学習に臨

んでいます。また、問題解決の過程を具体物や図を用いて分かりやすく表現し

ようと試みたり、自分の考えをペアやグループで説明し合ったりするなど、主

体的に考え、学び合う子どもの姿が見られます。 

一方、自分の考えを筋道を立てて説明することや、考えを共有する場面で思

考を広げたり、深めたりすることが十分ではない子どもの姿が見られます。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞ 

「数と計算」では、分数の意味や表し方に基づいて、異分母の分数の大小を

判断できるように、分数を小数や数直線で表すなど、いくつかの方法で分数の

大小を比べる活動の充実を図ります。 

「図形」では、体積の意味を理解するために、ブロック等の具体物を使って

体積を比較したり立体を作ったりするなど、単位の大きさをもとに体積をとら

える活動の充実を図ります。 

「変化と関係」では、示された基準量と割合から比較量をとらえることがで

きるように、示された基準量に対して、様々な比較量がどれだけに当たるかを、

図を通して考える活動の充実を図ります。 

「データの活用」では、目的に応じて二次元の表を作成したり、表から必要

な数値を読み取ったりする活動の充実を図ります。 

 

＜本調査では測れない学力の状況から＞ 

図、式、言葉などを用いて自分の考えをまとめたり、互いの考えを伝え合っ

たりするなど、思考の過程を筋道を立てて説明する活動の充実を図ります。ま

た、考え方の共通点や相違点に注目しながら比較・検討したり、既習事項と関

連付けて考えたりできるような手立てを講じるなど、子どもたちの学びが一層

深まるような指導の充実を図ります。
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算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている児童の割合
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中学校国語　領域ごとの調査結果の主な特徴　【令和８年度】

＜言葉の特徴や使い方に関する事項＞ 
問題 １ ３ ４ 

○述語に「可能の意味」を含んでいるもの
として適切なものを選択する問題の正答
率は87％でした。 

●国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせ
る」と同じような内容を表す別の表現を
文章中から抜き出す問題の正答率は41％
でした。語句の辞書的な意味を踏まえ、
文脈上の意味をとらえることに課題があ
ると考えられます。 

 
＜情報の扱い方に関する事項＞　　問題 ２ 
○話合いを受けて整理したタブレット端末
の画面を説明したものとして適切なもの
を選択する問題の正答率は74％でした。 

 
＜話すこと・聞くこと＞　問題 ２ 
○話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを選択する問題の
正答率は74％でした。 

●話合いを受けてどのような意見を述べるか、自分の考えを書く問題の正答率
は54％でした。話合いの展開に応じて、互いの立場や考え方を結び付けたり、
話し合った内容を踏まえて述べたりすることに課題があると考えられます。 

 
＜書くこと＞　問題 ３             
○書き手の気持ちがより伝わるように、表現を工夫して書く問題の正答率は95
％でした。 

●書いた文章について、交流場面をもとにして、「この文章のよい点や改善点」
と「今後随筆を書くときに生かしたいこと」を書く問題の正答率は51％でし
た。表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、よい点や
改善点を見いだすことに課題があると考えられます。 

 
＜読むこと＞　問題 ４ 
○文章全体を三つに分けて整理したものとして適切なものを選択する問題の正
答率は76％でした。 

●二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」が表している具体的な様子と
擬態語の効果を書く問題の正答率は41％でした。文章を読んで理解したこと
に基づいて、自分の考えを確かなものにすることに課題があると考えられま 
す。【問題例参照】 
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　質問調査から「国語の学習について

　「国語の勉強は得意だ」と回答した生徒の割合は57％で、全国平均を５ポイ

ント上回っています。 

　「国語の勉強は好きだ」と回答した生徒の割 

合は62％で、全国平均を５ポイント上回ってい

ます。 

　「国語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒

の割合は91％で、全国平均を３ポイント上回っ

ています。

中学校国語「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

　本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関

心に加え、音読や朗読する力、自分の考えを分かりやすく話す力、話題や展開

をとらえながら話し合う力など、音声による表現力があります。 

　各校では、教材の提示の仕方を工夫したり、考えるための視点を明示したり

しており、子どもたちは意欲を持って学習に臨んでいます。また、詩歌や物語、

古典を音読し、場面の様子を思い浮かべたり、作者の思いにふれたりするなど、

表現する楽しさを味わいながら学習活動に取り組む子どもの姿が見られます。 

　一方、話合いにおいて、話題や展開に沿って自分の意見を述べたり、質問し

たりすることなどについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞ 

　　「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、着目した語句と文章中の

他の語句との関係を考える活動を取り入れるなど、語句の辞書的な意味を踏ま

え、文脈における意味をとらえることができるような指導の充実を図ります。 

　　「話すこと・聞くこと」については、それぞれの置かれた立場や意見が出さ

れた背景について理解しながら話したり聞いたりする活動を設定するなど、互

いの立場や考えを尊重しながら結論を導くことができるような指導の充実を図

ります。  

　　「書くこと」については、書き終えた文章について、読み手からの感想や助

言をもとに自分の文章を振り返る活動を設定するなど、自分の文章のよい点や

改善点を見いだすことができるような指導の充実を図ります。 

  　「読むこと」については、「考えの形成、共有」の学習過程において、それ

までに自分が文章の構造や内容をどのようにとらえ、精査・解釈したのかを振

り返る活動を設定するなど、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考

えを確かなものにすることができるような指導の充実を図ります。 

 

＜本調査では測れない学力の状況から＞ 

　　話合いの目的や進め方について確認したり、意見や質問など発言の内容につ

いて振り返ったりする活動を設定するなど、話題や展開をとらえながら話し合

う力を高める指導の充実を図ります。
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国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている生徒の割合
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中学校数学　領域ごとの調査結果の主な特徴　【令和８年度】

＜数と式＞　　問題 １ ２ ６ 
○２月３日のＡ市の最高気温（正の数）
が最低気温（負の数）より何℃高いか
を求める問題の正答率は87％でした。 

●手順にしたがってできた自然数ＡとＢ
について、Ａ－Ｂの値がどんな数にな
るかを、選んだ２数の差に着目して説
明する問題の正答率は49％でした。統
合的・発展的に考え、事柄の特徴を数
学的な表現を用いて説明することに課
題があると考えられます。 

 
＜図形＞　　問題 ３ ８ 
●図２において、証明
する事柄における仮
定となる辺や角の関
係を選択する問題の
正答率は42％でした。

具体的な事象をもとに、証明する事柄の仮定を見いだすこ
とに課題があると考えられます。 

 
＜関数＞　　問題 ４ ７ 
●動画の時間とデータ量のグラフから、データの量が1000ＭＢになるときの動
画の時間がおよそ何秒になるかを求める方法を説明する問題の正答率は34％
でした。数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数
学的に説明することに課題があると考えられます。【問題例参照】          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
＜データの活用＞　　問題 ５ ９ 
○学年別の睡眠時間について、学年別睡眠時間の箱ひげ図から読み取れること
として正しいものを選択する問題の正答率は79％でした。 

●「就寝時間が23時より前の生徒と比べて、23時以降の生徒の方が睡眠時間が
短い傾向にある」と判断できる理由を、二つの度数分布多角形の形と位置を
比較して説明する問題の正答率は37％でした。データの傾向を的確にとらえ、
判断の理由を度数分布多角形の特徴をもとに説明することに課題があると考
えられます。
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【課題となっている問題例】７ 
 (2) 光希さんは、１０００ＭＢのデータ量で撮影できる動画の時間を調べるために、前ページの調べた 

   結果を下のグラフに表しました。 
　動画の時間とデータ量のグラフにおいて、原点Ｏから点Ｄまでの点

が一直線上にあるとし、動画の時間を長くしても、動画の時間とデー

タ量の値の組を座標とする点が同じ直線上にあると考えます。 
　このとき、データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間はおよ

そ何秒になるかを求める方法を、x座標やy座標、xの値やyの値など、x

やyを使って説明しなさい。ただし、実際に時間がおよそ何秒になるか

を求める必要はありません。 
 

　　正答例 原点Ｏから点Ｄをもとに、直線のグラフをかき、ｙ座標が1000の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ときのｘ座標を読む。
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質問調査から「数学の学習について

 「数学の勉強は得意だ」と回答した生徒の割合は49％で、全国平均と同じ割

合となっています。                      

 「数学の勉強は好きだ」と回答した生徒の割

合は62％で、全国平均を６ポイント上回ってい

ます。　 

　「数学の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒

の割合は81％で、全国平均を４ポイント上回っ

ています。

中学校数学「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に

関するものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。

　各校では、実生活と関連した課題を提示したり、学習形態や発問を工夫した

りしており、子どもたちは意欲を持って学習に臨んでいます。また、ＩＣＴ機

器を活用した操作活動を通して理解を深めたり、話合い活動を通して友達の考

えを取り入れ、よりよい考え方につなげたりするなど、主体的に学習活動に取

 り組む子どもの姿が見られます。

一方、問題解決の過程や結果をもとに新たな課題を見いだし考察することな

どについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞ 

「数と式」では、元の問題を解決した過程や結果を振り返りながら、具体的

な数や文字を用いることで成り立つ事柄を予想し、その事柄の特徴を数学的に

説明する活動の充実を図ります。 

「図形」では、図形の性質を証明する場面において、与えられた条件や示さ

れた図から証明する事柄の仮定と結論を明らかにし、数学的に表現できるよう

な活動の充実を図ります。 

「関数」では、問題を解決するために、表や式、グラフなどをどのように用

いたのかについて考え、数学的な表現を用いて説明する活動の充実を図ります。 

「データの活用」では、データの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理

由を数学的な表現を用いて説明する活動の充実を図ります。 

 

＜本調査では測れない学力の状況から＞ 

多様な考えを価値付け、比較・検討する場や、問題解決の過程や結果を振り

返り、統合的・発展的に考察する活動の充実を図ります。
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数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている生徒の割合
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令和８年度全国学力・学習状況調査における中学校英語の調査について

  ●● 中学校英語の調査の概要 ●● 
 

　 
　今年度は中学校英語の調査において、１人１台端末を活用したＣＢＴによる

オンライン方式で実施されました。今回の中学校英語「聞くこと」「読むこと」

「書くこと」は、４日間に分散して実施され、ネットワークトラブル等も考慮

し、予備日も設けられました。「話すこと」調査は、他の調査と比較してのネ

ットワーク負荷が大きく、教室内での実施面の工夫が必要となることから、実

施期間を拡大して実施されました。 

　問題の形式は、選択式、短答式（含む口述式）、記述式（含む口述式）の３

種類となっており、「聞くこと」の問題の一部において、アニメーションを利

用して、音声を聞いた後に選択肢を提示しています。また、全ての領域の問題

において、イラストをカラーで示すことで場面や状況が明確になるようにして

います。 

　問題構成は、公開問題と非公開問題を組み合わせた構成となっています。公

開問題は調査対象の生徒全員が取り組む問題と一部の生徒が取り組む問題から

構成されており、一部の生徒が取り組む問題については、同じ学校でも当該問

題に取り組む生徒と取り組まない生徒がいますが、学校の生徒全員で全ての公

開問題に取り組む設計となっています。生徒一人が解く問題数は、「聞くこと」

「読むこと」「書くこと」合わせて公開問題10問、非公開問題12問、合計22問

でした。「話すこと」は公開問題が４問、非公開問題数は示されていません。 

　中学校英語の調査では、昨年度の中学校理科の調査と同様にＩＲＴを活用し

た分析が導入されました。中学校英語の調査における秋田市の結果については、

問題の正答率に加え難易度も示しています。 

 

令和８年度中学校英語のＣＢＴ問題の構成について 
 

　　　【「聞くこと」「読むこと」「書くこと」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（出典）文部科学省：令和８年度中学校英語（「聞くこと」「読むこと」「書くこと」）の 

　　　　　　　　　　ＣＢＴ問題の構成について 
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　　　【「話すこと」】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）文部科学省：令和８年度中学校英語（「話すこと」）のＣＢＴ問題の構成について

ＩＲＴを活用したＣＢＴ方式の調査について

 ● ● ＣＢＴについて ●● 
 

　ＣＢＴ（Computer Based Testing）とは、問題をオンラインで配信し、コン

ピュータ端末を使用して回答を入力するなどのコンピュータ使用型調査のこと

であり、全国学力・学習状況調査では、これまで段階的かつ計画的にＣＢＴの

導入が進められてきました。令和９年度の調査はＣＢＴに全面移行されます。 

 

 ● ● ＩＲＴについて ●● 
 

  ＩＲＴ（Item Response Theory）とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特

性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分

析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論のことです。国では、ＩＲＴ

に基づく調査のイメージとして、調査日を分散して実施する（調査参加日が異

なる）場合を下図のように示しています。この図から分かるように、Ａさんと

Ｂさんは異なる問題セットに解答し、その正答数は異なるが、ＩＲＴに基づい

て算出される学力スコアはほぼ同じと推定されます。ＩＲＴを活用することで、

何問正解したかという正答率だけでなく、「どのような問題に正解したか」と

いう問題の難易度等を考慮して、子どもの能力値を推定することができます。 

 
ＩＲＴに基づく調査のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典）文部科学省：今後の全国学力・学習上調査のＣＢＴでの実施ついて
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中学校英語　領域ごとの調査結果の主な特徴　【令和8年度】

＜聞くこと＞　　問題 １ ２ ３ ４ ５ 
○ショッピングセンターでのアナウンスを
聞き、行くべき階を選択する問題（難易
度３）の正答率は81％でした。 

●職場体験についての発表を聞き、その後
に示される３枚の絵を体験した順になる
ように選択する問題（難易度４）の正答
率は42％でした。時や場面の移り変わり
を表す表現を手がかりに、全体としてど
のような話のあらましになっているかを
とらえることに課題があると考えられます。

 
＜読むこと＞　問題 ６ ７ ８ ９ 10(1) 

○誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適切な時刻を選択する問題（難 
易度３）の正答率は74％でした。 

●物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの変化を表したものを選択
する問題（難易度５）の正答率は44％でした。日常的な話題について、まと
まりのある文章を読み、書き手が述べていることの大まかな内容をとらえる
ことに課題があると考えられます。 

    
 ＜書くこと＞　問題 10(2) 11 12 13 14 

●インターネットの使用についての英文を読み、自分の考えとその理由を書く
問題（難易度５）の正答率は24％、学校で普段行うことを一つ取り上げ、そ
れについての説明を書く問題（難易度４）の正答率は27％でした。社会的な
話題について、書き手の意見に対する自分の考えとその理由を書くことや、
日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまり
のある文章を書くことに課題があると考えられます。【問題例参照】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜話すこと＞　問題 15 16 17 18 19 

●自分のまちを訪れるには、どの季節がよいかを一つ取り上げ、考えとその理
由を話す問題（難易度５）の正答率は14％でした。日常的な話題について、
事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すことに
課題があると考えられます。

 

【課題となっている問題例】10(2) 
 
     中学生のまいこ（Maiko)が英語の授業でインターネットの使用に関する文章を書 

　きました。次の（１）と（２）の問いに答えなさい。 
 
　（２）まいこの質問に対する「あなたの考え」と「なぜそう考えるのか」を、英語 

　で書きなさい。【まいこが書いた文章】にある表現を使って書いてもかまいません。 

    
 【まいこが書いた文章】 

  Today, many junior high school students use the internet to play games. 
However, I think we should use the internet for learning more often because it 
is useful. For example, there are many good videos for learning English. They 
are easy to understand. Also, there are many good dictionaries on the internet. 
We can find the meaning of an English word quickly. 
  Do you think my opinion is good? 

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※正答例は、紙面の関係で省略します。

300 400 500 600 700

全 国

秋田市

ＩＲＴスコア（英語４技能）
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　質問調査から「英語の学習について

　「英語の勉強は得意だ」と回答した生徒の割合は39％で、全国平均を１ポイ

 ント下回っています。

　「英語の勉強は好きだ」と回答した生徒の割

合は60％で、全国平均を９ポイント上回ってい

 ます。                           

　「英語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒

の割合は90％で、全国平均を２ポイント上回っ

ています。

中学校英語「本調査では測れない学力の状況」

  本調査では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に加え、英語を用

 いて主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度などがあります。

　各校では、単元のゴールを明確にし、コミュニケーションを行う目的や場面、

状況に応じて、相手に配慮しながら自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の

充実を図っています。また、ＡＬＴやＩＣＴ機器を効果的に活用した活動を通

して、生徒が様々な考えや表現に触れ、自分の考えを広げたり深めたりする姿

が見られます。 

　  一方、事実や考え、気持ちなどについて、伝えたい内容を整理し、既習の語 

　句や表現を活用しながら、目的や相手に応じて分かりやすく伝えることなどに 

　ついては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞ 

　「聞くこと」については、コミュニケーションを行う目的や場面、状況を明

確にし、出来事の順番や話の概要、要点をとらえるために、手がかりとなる語

句や表現に着目して聞く活動の充実を図ります。 

  「読むこと」については、文章全体に目を向け、文と文や段落相互の関係を

意識しながら、必要な情報を読み取ったり、概要や要点をとらえたりするなど

の目的に応じて読む活動の充実を図ります。 

　「書くこと」については、目的や相手を意識し、事実や伝えたいこと、気持

ちなどを整理し、自分の考えとその理由を明確にしながら、まとまりのある文

章を書く活動の充実を図ります。 

　「話すこと」については、生徒が話しやすいテーマで、話したり質問したり

する活動を継続的に行うとともに、一つのテーマに沿った発表をしたり、内容

に一貫性があるスピーチをしたりするなど、まとまりのある内容を話す活動の

 充実を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞ 

　身に付けた知識や技能を実際のコミュニケーションの場面で活用できるよ

う、相手の発言を受けて質問したり、自分の考えや気持ちを伝えたりする言語

活動を設定するなど、即興で伝え合う力を高める指導の充実を図ります。
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英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている生徒の割合
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児童生徒質問調査の結果から【令和８年度】

  ●● 自分自身について ●●
  

 

 

　「自分には、よいところがあると思

う」と回答した子どもの割合は、小学

生で87％、中学生では86％となってお

り、全国平均を小学生は１ポイント、

中学生は２ポイント上回っています。 

 

 

 

　「将来の夢や目標を持っている」と

回答した子どもの割合は、小学生で83

％、中学生では75％となっており、全

国平均を小学生は１ポイント、中学生

では７ポイント上回っています。 

 

 

 

　
「人の役に立つ人間になりたいと思

う」と回答した子どもの割合は、小学

生で97％、中学生では98％となってお

り、全国平均を小学生は１ポイント、

中学生では２ポイント上回っています。 

 

 

 

　
「普段の生活の中で幸せな気持ちに

なることがある」と回答した子どもの

割合は、小学生・中学生共に92％とな

っており、全国平均を小学生は１ポイ

ント下回り、中学生では１ポイント上

回っています。 
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児童生徒質問調査の結果から【令和８年度】

 
●● 人との関わりについて ●●

  

  

 

　「友達関係に満足している」と回答

した子どもの割合は、小学生で91％、

中学生では92％となっており、小学生

は全国平均と同じ割合、中学生では全

国平均を１ポイント上回っています。 

 

 

 

　
「困りごとや不安がある時に、先生

や学校にいる大人にいつでも相談でき

る」と回答した子どもの割合は、小学

生で71％、中学生では74％となってお

り、小学生は全国平均と同じ割合、中

学生では全国平均を２ポイント上回っ

ています。 

 

　「人が困っているときは、進んで助

けている」と回答した子どもの割合は、

小学生で94％、中学生では93％となっ

ており、全国平均を小学生は１ポイン

ト、中学生では２ポイント上回ってい

ます。 

 

 

　「地域や社会をよくするために何か

してみたいと思う」と回答した子ど

の割合は、小学生で86％、中学生では82

％となっており、全国平均を小学生は

６ポイント、中学生では10ポイント上

回っています。
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児童生徒質問調査の結果から【令和８年度】

  ●● 学習について ●● 
 

 

 

　
「授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいた」

と回答した子どもの割合は、小学生で 

79％、中学生では84％となっており、

全国平均を小学生は１ポイント、中学

生では５ポイント上回っています。
 

 

 

　
「自分と違う意見について考えるの

は楽しいと思う」と回答した子どもの

割合は、小学生で79％、中学生では85

％となっており、全国平均を小学生は

１ポイント、中学生では６ポイント上

回っています。
 

 

　
「学級の友達との間で話し合う活動

を通じて、自分の考えを深めたり、新

たな考え方に気付いたりすることがで

きている」と回答した子どもの割合は、

小学生で87％、中学生では92％となっ

ており、全国平均を小学生は１ポイン

ト、中学生では５ポイント上回ってい

ます。
 

 

　

「授業で学んだことを、次の学習や

実生活に結びつけて考えたり、生かし

たりすることができると思う」と回答

した子どもの割合は、小学生・中学生

共に84％となっており、全国平均を小

学生は３ポイント、中学生では６ポイ

ント上回っています。
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児童生徒質問調査の結果から【令和８年度】

  ●● ＩＣＴの活用について ●● 
 

 

　

「前年度までに受けた授業で、ＰＣ・

タブレットなどのＩＣＴ機器を、週１

回以上使用した」と回答した子ども

の割合は、小学生で82％、中学生では 

89％となっており、全国平均を小学生は

６ポイント、中学生では４ポイント下回

っています。 

 

　

「ＰＣ・タブレットのＩＣＴ機器で

文章を作成する（文字、コメントを書

くなど）ことができると思う」と回答

した子どもの割合は、小学生で81％、

中学生では87％となっており、いずれ

も全国平均を２ポイント上回っていま

す。 

 

　
「インターネットを使って情報を収

集する（検索する、調べるなど）こと

ができると思う」と回答した子どもの

割合は、小学生で87％、中学生では93

％となっており、いずれも全国平均を

２ポイント上回っています。 

 
　

 
　「ＰＣ・タブレットのＩＣＴ機器を

使って学校のプレゼンテーション（発

表のスライド）を作成することができ

ると思う」と回答した子どもの割合は、

小学生で75％、中学生では81％となっ

ており、小学生は全国平均と同じ割合、

中学生では全国平均を１ポイント上回

っています。
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前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を、週に１回以上使用した子どもの割合

秋田市

全国

（％）
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思っている子どもの割合

秋田市

全国
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児童生徒質問調査の結果から【令和８年度】

  ●● 家庭生活について ●●  
  

                                   
 

 
　「毎日、もしくは、どちらかといえ

 
ば毎日朝食を食べている」と回答した

 
 子どもの割合は、小学生で95％、中学

生では94％となっており、全国平均を

小学生は２ポイント、中学生では３ポ

イント上回っています。 

 

 

  「学校の授業時間以外に、平日30分

以上勉強をしている」と回答した子ど

もの割合は、小学生で89％、中学生で

は91％となっており、いずれも全国平

均を10ポイント上回っています。 

 

 

「学校の授業時間以外に、普段（月曜

日から金曜日）、短時間でも読書をして

いる（電子書籍の読書も含む。教科書

や参考書、漫画や雑誌は除く）」と回答

した子どもの割合は、小学生で62％、

中学生では60％となっており、全国平

均を小学生は１ポイント、中学生では13

ポイント上回っています。
 

　 

　「平日１時間以上、スマートフォン

や携帯電話、パソコン、タブレット、

ゲーム機、テレビ等でＳＮＳや動画視

聴などをしている（学習やゲームをす

る時間は除く）」と回答した子どもの割

合は、小学生で81％、中学生では90％

となっており、全国平均を小学生は２

ポイント上回り、中学生では２ポイン

ト下回っています。
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毎日、もしくは、どちらかといえば毎日

朝食を食べる子どもの割合

秋田市

全国
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教育産業委員会資料 

令和８年９月１５日 

学校適正配置推進室 

 

学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について 

 

秋田市小・中学校適正配置基本方針に基づき、地域ブロック協議会において、学校

統合の方向性（学校の組合せ）が決定した地域については、学校統合検討委員会で統

合の可否を検討している。 

また、検討委員会において、学校統合の合意が得られたところについては、学校統

合準備委員会で、統合の実施に向けた具体的な準備作業を行っている。 

 

１ 学校統合検討委員会の開催状況等 

(1)第４回八橋小、寺内小学校統合検討委員会【７月２９日(水)開催】        

ア 主な意見等 

・八橋地区町内会連合会としては、統合は早い方が良いと考えているが、ＰＴ

Ａの意見を尊重しながら対応していきたい。また統合後の校舎は歴史的背景

や位置関係からも、八橋小が妥当と考えている。 

・八橋小ＰＴＡとしては、統合時期を令和１２年度とすることに異論はなく、

統合後の校舎については、歴史的背景や、両学区における学校の位置関係を

踏まえると八橋小を使用するべきと思う。 

・寺内小学区町内会連合会としては、各町内会に対しアンケートを実施した結

果、八橋小を使用することで意見がまとまっており、統合時期については、

できるだけ早いほうが良いとの意見が多数であった。 

・寺内小ＰＴＡとしては、アンケートを実施した結果、令和１２年度に統合し、

使用する校舎は八橋小とする意見が多かったが、通学の安全性等を確認した

上での条件付き賛成も含まれており、今後、教育委員会からの保護者説明会

等の機会を設け、理解を得た上で次回の会議で改めて意見を述べたい。 

 

イ 今回の協議会での確認事項 

 ・統合時期を令和１２年度、統合後の校舎を八橋小学校とする方向として、寺

内小ＰＴＡにおいて、意見集約をする。 

 ・寺内小ＰＴＡに対して、統合における不安要素の解消のため、教育委員会か

ら丁寧に説明する。 
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(2)第１回日新小、豊岩小学校統合検討委員会【８月１９日(水)開催】 

ア 主な意見等 

・豊岩小ＰＴＡとしては、統合の目途を令和１１年度、統合後の使用校舎を日

新小とし、統合に向けた具体的な準備を進めていきたい。 

・豊岩地区振興会としては、ＰＴＡの意見を尊重したい。 

・日新小ＰＴＡおよび新屋振興会としては、令和１１年度の統合について異論

はない。 

 

イ 今回の協議会での確認事項 

・地域、保護者、教育委員会が令和１１年度の統合に合意し、後日、合意書を

取り交わすこととする。 

・統合後に使用する校舎は、現在の日新小の校舎とする。 

・統合に伴う学区の広域化に伴い、スクールバスを運行する。 

・統合に伴う学校の名称、交流事業の実施、廃校舎の利活用、指定学校変更の

取扱いなどについては、学校統合準備委員会において協議する。 

 

 (3)第２回岩見三内小、河辺小および岩見三内中、河辺中学校統合検討委員会 

   【８月２４日（月）開催】 

ア 主な意見等 

・統合したばかりの戸島小の児童の負担を考えると、使用する校舎は河辺小お

よび河辺中としたほうが良いと思う。 

・河辺小、戸島小の統合検討委員会では、将来的な岩見三内小・中との統合も

見据え、使用する校舎を河辺地区の中心である河辺小とした経緯もあること

から、河辺小および河辺中を使用することが妥当と思う。 

・岩見三内地域としては、岩見三内小ＰＴＡに対し、学校を取り巻く状況が変

わったことから、令和１１年度の統合および使用校舎は河辺小および河辺中

として、決断しても良いと思うがどうか。 

・岩見三内小ＰＴＡとしては、統合について反対意見はないが、地域から様々

な公共施設が無くなって行く状況に不安を感じており、統合後の児童室の利

用等、教育委員会等に様々な要望をしている。早急な判断は困難である。 

 

イ 今回の協議会での確認事項 

・統合時期を令和１１年度、統合後の校舎を河辺小および河辺中とすることに

ついて、岩見三内小ＰＴＡおよび岩見三内中ＰＴＡで、意見集約をする。 

 ・岩見三内小ＰＴＡにおいては、児童室の利用等に関する要望について、教育

委員会および関係部局と協議していく。 
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(4)第10回旭北小、旭南小学校統合検討委員会【８月２６日（水）開催】 

ア 主な意見等 

・旭北小においては、児童数の推計に大きな変化が見られず、保護者が学校運

営や子どもたちの学校生活に支障がないと感じているのであれば、１年に１

回の協議で現状を確認していくことが良いと思う。 

・長い期間協議を継続してきているが、地域の思いが強く、使用する校舎等に

ついて協議が進展していない状況が続いていることから、何らかの方策が必

要ではないかと思う。 

 

イ 今回の協議会での確認事項 

・本検討委員会は、児童数の推移や両校の状況などを確認しながら、年１回の

協議を継続する。 

・統合後に使用する校舎等に関する協議の進め方について、次回の開催までに、

各地域と教育委員会で協議する場を設ける。 

 

３ 今後のスケジュール 

(1) 地域ブロック協議会 

開催日 地域ブロック協議会 地域 

10月以降 第８回南部地域ブロック協議会 南部 

(2) 学校統合検討委員会 

開催日 学校統合検討委員会 地域 

10月以降 

第５回八橋小、寺内小学校統合検討委員会 
中央 

第11回旭北小、旭南小学校統合検討委員会 

第８回土崎中、将軍野中学校統合検討委員会 
北部 

第８回秋田北中、飯島中学校統合検討委員会 

第３回岩見三内小、河辺小および岩見三内中、河辺中学

校統合検討委員会 
河辺 

(3) 学校統合準備委員会 

開催日 学校統合準備委員会 地域 

10月以降 

第６回築山小、中通小学校統合準備委員会 中央 

第１回日新小、豊岩小学校統合準備委員会 西部 

第７回飯島小、下新城小学校統合準備委員会 北部 

※(1)～(3)の地域協議については、進捗状況により、順次、開催する。 

(4) 記念式典 

開催日 名称 会場 

令和８年10月31日(土) 秋田市立下新城小学校閉校記念式典 下新城小体育館 
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